
日医発第145号（保31）

平成21年5月12目

都道府県医師会長　殿

日本医師会長

　唐　澤　祥　人

療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令の

一部を改正する省令の施行について

　平成21年4月以降、400床未満病院でレセプト電子請求を行っているものおよびレセプ
トコンピューターを使用している薬局のうち義務化期限に対応できない施設の取扱いにつきま

しては、平成21年4月21日付け（保19）F「レセプトオンライン請求に関する省令改正（案）

に対するパブリックコメントの実施について」および平成21年5月1日付け（保23）F「レ
セプトオンライン請求に関する省令改正（案）による薬局・病院に係る期限猶予措置について」

により、あらかじめご連絡申し上げたとおり、平成21年5月8目付けで、　「療養の給付及び
公費負担医療に関する費用の請求に関する省令の一部を改正する省令」　（厚生労働省令第110

号）が公布され、同日より施行されました。　（詳細につきましては、別添参考1および参考2
をご参照ください。）

　上記省令改正に伴い、同日付けで厚生労働省保険局長より別添のとおり通知が発出され、改

正の趣旨、内容、留意事項等が示されましたので、ご連絡申し上げます。

　実際の猶予期限につきましては、　「第4　留意事項」において、保険医療機関等における実

態把握、指導、設備の導入等の準備に必要な期間として、実態を見極め、　「半年以内を目途に」

具体的な猶予期限が設定される予定とされております。

　また、5月請求分の期限までに体制の準備が整っていない施設は、5月請求分の診療報酬請
求後、オンライン請求化の準備状況、今後の予定、対応できなかった理由等の具体的な状況に

ついて書面の提出が求められており、その様式等が示されております。

　つきましては、貴会関係会員への周知方ご高配賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　（添付資料）

1．療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令の一部を改正する省令の施行

　について

　（平21．5．8　保発第0508001号　厚生労働省保険局長通知）

　《参考》

1．療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令の一部を改正する省令

　（平21．5．8　官報第5065号抜粋）

2．新旧対照表



r写」

保発第0508001号
平成21年5月8目

都道府県知事　　　　殿

地方厚生（支）局長　殿

厚生労働省保険局長

　療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令の

一部を改正する省令の施行について

標記省令については、本日厚生労働省令第110号として公布され、回目施行されることと

なった。

　改正の趣旨、内容、留意事項等は下記のとおりであるので、御了知の上、その取扱いに遺漏

ないようにされたい。

記

第1　改正の趣旨，

　　医療保険事務の効率化等を推進するため、保険医療機関又は保険薬局（以下保険医療機関

　等」という。）による診療報酬及び調剤報酬（以下「診療報酬等」という。）の請求手続の一

　態様として、「療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令」（以下「請求

　省令」という。）において電子情報処理組織の使用による費用の請求（以下「オンライン請求」

　という。）が規定され、保険医療機関等の種別や規模、レセプトコンピュータの状況等に応じ

　て、順次オンラインによる請求に限定することとしているところである。

　　請求省令附則第4条第1項により、本年3月31目まで書面による請求又は光ディスク等（フ

　レキシブルディスクスク又は光ディスクをいう。以下同じ。）を用いた請求を行うことがで

　きるとされ、したがって本年4月診療分からオンライン請求に限定される保険医療機関等の

　うち、オンライン請求できないものは4月診療分から診療報酬等が支払われなくなり、特に

　零細な保険医療機関等について資金繰りの悪化、廃業という事態を引き起こし、ひいては地

　域医療に重大な影響を与えることも懸念されることから、これらの保険医療機関等が引き続

　き診療報酬等を請求できるよう、今般、緊急に請求省令を改正することとしたものである。

第2　改正の内容

　1　附則第4条第3項の新設
　　　平成21年4月診療分の請求からオンライン請求の義務化の期限が到来する保険医療機

　　関等のうち、最初の請求期限が到来した目（5月10日）においてオンライン請求するこ

　　とができないものについて、平成22年3月31目までの間でオンライン請求を行える体



制の準備に必要な期間を勘案して厚生労働大臣が定める日までの間は、書面による請求又

は光ディスク等を用いた請求を行うことができることとしたこと。

2　改正前の附則第4条第3項を第4項とする等の改正

　附則第4条第3項の新設に伴い、改正前の附則第4条第3項を第4項とするとともに、

新設された附則第4条第3項の規定の適用を受けて書面による請求又は光ディスク等を用

いた請求を行っている保険医療機関等については、改正前の附則第4条第3項の規定の適

用対象から除くとともに、同項を附則第4項としたこと。

第3　施行目

　　　公布の目（平成21年5月8目）から施行すること。

第4　留意事項

　1　改正省令の対象となる保険医療機関等

　　①　r療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令の一部を改正する省

　　　令」（平成21年厚生労働省令第110号。以下「改正省令」という。）により、本年4月

　　　診療分からオンライン請求が義務付けられる保険医療機関等のうち、5月10目において

　　　オンライン請求を行う体制の準備が整っていないところに限り、例外的な取扱いとして

　　　緊急避難的に準備に必要な期間、オンライン請求義務化の期限を延長するものであるこ

　　　と。

　　　　したがって、5月10目においてオンライン請求を行うことができる保険医療機関等に

　　　ついては、オンライン請求する必要があることは言うまでもないこと。具体的には、保

　　　険医療機関等がオンライン請求を開始する意思表示として、既に請求省令第3条第1項

　　　　（事務代行者を介したオンライン請求を行う場合、第4条により読み替えられた第3条

　　　第1項も含む。）に基づくオンライン請求の開始の届出（以下「オンライン開始届等」と

　　　いう。）を審査支払機関に提出している場合には、附則第4条第3項が適用されるもので

　　　はないこと。

　　　　なお、審査支払機関にオンライン開始届等を提出しているにもかかわらず、改正省令

　　　の公布日及び施行目等に鑑み、5月請求分において書面による請求又は光ディスク等を

　　　用いた請求を行った場合には、6月請求分以降は自らオンライン請求を行うか・請求省

　　　令第4条により事務代行者を介してオンライン請求を行うか、いずれかによる必要があ

　　　る’こと。

　　②　また、オンライン開始届等を提出していない場合であっても、畢出していないことを

　　　除きオンライン請求を行う準備が整っている場合には、本来改正省令の期限猶予措置の

　　　対象とはならないものであり、迅速に審査支払機関にオンライン開始届等を提出して、

　　　オンライン請求に移行する必要があること。したがって、特別の事情がない限り、遅く

　　　とも6月請求分からは自らオンライン請求を行うか、請求省令第4条により事務代行者

　　　を介したオンライン請求を行うか、いずれかによる必要があること。

　　　　例えば、既に光ディスク等を用いた請求を行っている薬局については、自らオンライ

　　　ン請求を行うための回線敷設について具体的な予定が奪い場合には、特別の事情がない



限り事務代行者による代行送信を利用してオンライン請求を行う必要があること。

2　猶予期限

　猶予期限については、第2の1のとおりであるが、保険医療機関等における実態把握、

指導、設備の導入等の準備に必要な期間として、実態を見極め、半年以内を目途に実現す

　るよう、具体的な猶予期限を設定する予定であること。

　　設定された期限以降、オンライン請求を行わない保険医療機関等については、原則どお

　り診療報酬は支払われないことになるものであること。

3　期限猶予措置の対象となった保険医療機関等に係るオンライン請求化に向けた指導

　　改正省令による期限猶予措置の対象となった保険医療機関等については、審査支払機関

等と十分連携を図りながら、迅速にオンライン請求を行えるよう、以下のとおり早期の実

態把握、指導の徹底を図ることとしていること。

　　なお、下記①及び②における書面の様式は、別添のとおりであること。

　①　5月請求分の診療報酬請求後、可及的速やかに、オンライン請求化の準備状況、今後

　　の予定、対応できなかった理由等、具体的な状況について書面で提出を求めることとし

　　ていること。

②　その後、毎月診療報酬等の請求時に、オンライン請求に向けた準備の進捗状況等にっ

　　いて、書面で提出を求めることとしていること。

　③　猶予期限までにオンライン請求に移行できるよう、厚生労働省、審査支払機関から保

　　険医療機関等に対し勧奨・指導を行うこととしていること。特に、書類を提出しない、

　　今後の予定が未定である等、取り組みが遅れている保険医療機関等については、国にお

　　いて、審査支払機関と連携を図りつつ、繰り返し指導を行うこと。

　④猶予期限徒過後は診療報酬が支払われないことについて警告を行うこと。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別添1　　400床未満病院用

レセプトコンピュータを使用している400床未満病院のうち、　月請求分においてオンライ

ンで行わなかった400床未満病院の状況届
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　　目

（審査支払機関）　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開設者
　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　氏名

都道府県コード ：
： 医療機関コード 1　　　：　　　1　　　：　1　：

F　　　：　　　：　　　1　：　：

病院名 電話番号

病院所在地 郵便番号

1　：　：　　　　　：　l　l　：
F　：　l　　　　　l　：　：　：
F　1　：　一　　：　l　l　：
F　：　l　　　　　l　：　：　ll　　　　　I　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　I　　　　I　　　　　l

A．レセ電実施状況　　・ ①実施済（E． へ） ②未実施 （B．へ）

③レセスタの対 レセコンのソフ
B．レセコンの状況（レ 象機種（実質的に、 トメーカー名（プ

セスタの対象機種 レセスタに対応 ログラムの作成
に該当するかどう できる場合に限 者氏名）

か） る）（C．へ）

レセコンのプロ
④③以外（以下C グラム名称
～Kの記入は
不要です）

C．レセ電導入の’_約 ⑤申込済（E．へ） ⑥未申込 （D．へ）

申込状況 （申込日平成 年 月　　目）

D．レセ電導入の契約 ⑦申込予定あり （E． へ） ⑧申込予定なし（J．へ）

申込予定 （申込予定平成 年 月）

E．回線敷設の実施状 ⑨実施済（H．へ） ⑩未実施 （F．へ）

況

F．回線提供業者への ⑪申込済（H．へ） ⑫未申込 （G．へ）

申込状況 （申込日平成 年 月　　日）

G．回線提供業者への ⑬申込予定あり（H． へ） ⑭申込予定なし（J．へ）・

申込予定 （申込予定平成 年 月）

H．オンライン請求届 ⑮提出済（K． へ） ⑯未提出 （1．へ）

提出状況 （提出日平成 年 月　　日）

1．オンライン請求届 ⑰提出予定あり （K．へ） ⑱提出予定なし（J．へ）

提出予定 （提出予定平成 年 月）

19費用がかかり、 費用対効果に見合わない

J．対応できない理由 20高齢で対応困難

21ノウハウが無い
22レセコン業者又は回線提供業者の対応が遅れており時間がかかる

23レセプトオンライン化に反対

24その他（具体的に
）
．

K．請求開始予定年月 平成 年 月請求分から



作成要領

1．　表題の「○月請求分」に該当する月．を記入する。

2．　r都道府県コード」、　r医療機関コード」、　r病院名」、　「電話番号」、　「病院所

　　　在地」、　「郵便番号」欄には、保険医療機関届で届け出た記載内容を記入する。

3．　rA．レセ電実施状況」欄では、レセ電を実施している場合は、①を○で囲みE．

　　　欄へ進む。レセ電が未実施の場合には、②を○で囲みB．欄へ進む。

4．　rB．レセコンの状況（レセスタの対象機種に該当するかどうか）」欄では、レセ
　　　スタの対象機種（実質的にレセスタに対応できる場合に限る。別紙参照。）の場合

　　　は、③を○で囲み、C．欄へ進む。レセスタの対象機種でない（実質的にレセスタ

　　　に対応できない場合も含む）場合には、④を○で囲み以下C～K欄の記入は、不要。

　　　　なお、③、④いずれに該当する場合であっても、「レセコンのソフトメーカー名

　　　（プログラムの作成者氏名）」欄に、レセコンのソフトメーカー名又はプログラム

　　　の作成者の氏名を記入する。「レセコンのプログラム名称」欄には、レセコンのソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　フトの名称及びシリーズ名を記入する。

5．　rC．レセ電導入の契約申込状況」欄では、レセコン業者ヘレセ電導入の契約申込

　　　済の場合は、⑤を○で囲み申込日年月日を記入し、E．欄へ進む。レセコン業者へ

　　　レセ電導入の契約申込を行って駐ない場合は、⑥を○で囲みD・欄へ進む。

6．　「D．レセ電導入の契約申込予定」欄では、レセコン業者ヘレセ電導入の契約申込

　　　予定のある場合は、⑦を○で囲み、申込予定年月を記入し、E．欄へ進む。レセコ

　　　ン業者ヘレセ電導入の契約申込予定のない場合には、⑧を○で囲みJ．欄へ進む。

7．　rE．回線敷設の実施状況」欄では、回線を敷設していれば、⑨を○で囲み、H．
　　　欄へ進む。回線の敷設が未実施の場合は、⑩を○で囲みF．欄へ進む。

8．　「F．回線提供業者への申込状況」欄では、回線提供業者へ申込済みの場合は、⑪

　　　欄を○で囲み、申込日年月日を記入し、H．欄へ進む。回線提供業者へ申込みを行

　　　っていない場合は、⑫を○で囲みG．欄へ進む。

9．　rG．回線提供業者への申込予定」欄では、回線提供業者への申込予定のある場合

　　　は、⑬を○で囲み、申込予定年月を記入し、H．欄へ進む。回線提供業者へ申込予

　　　定のない場合は、⑭を○で囲み、J．欄へ進む。

10．　「H．オンライン請求届提出状況」欄では、「保険医療機関又は保険薬局に係る光デ

　　　ィスク等を用いた費用の請求等に関する取扱いについて」（平成18年4月10日
　　　保総発第0410001号）における「保険医療機関又は保険薬局に係る電子情報処理組
　　　織等を用いた費用’の請求に関する取扱要領」（以下「取扱要領」という。）別添1の

　　　　r電子情報処理組織の使用による費用の請求に関する届出」．を提出した場合には、

　　　⑮を○で囲み、届を提出した年月日を記入し、K．欄へ進む。届を提出していない

　“　場合は、⑯を○で囲み、1．欄へ進む。

11．　r　I．オンライン請求届提出予定」欄では、取扱要領別添1の「電子情報処理組織

　　　の使用による費用の請求に関する届出」の提出予定．がある場合は・、⑰を○で囲み、

　　　提出予定年月を記入し、K．欄へ進む。提出予定のない場合は、⑱を○で囲み、J．

　　　欄へ進む。

12．　rJ．対応できない理由」欄では、対応できない理由を○で囲むこと（複数該当す

　　　る場合は、該当する全てを○で囲む）。また、その他を選んだ場合には、具体的な

　　　理由を記入する。
13．　　rK．請求開始予定年月」欄では、オンライン請求の開始予定年月を記入する。



（別紙）

レセスタ対象機種一覧
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レセプトコンピュータを使用している薬局のうち、

わなかった薬局の状況届

別添2 薬局用

月請求分においてオンライン請求を行

平成 年 月 日

（審査支払機関）　御中

開設者
所
名

住
氏

都道府県コード
：
： 薬局コード

：　　　：　　　：　　　：　　　1　：
F　　　：　　　：　　　：　　　：　：

保険薬局名 電話番号

：　　　：　：　　　　　：　1　：　1

保険薬局所在地 郵便番号
：　　　1　：　　　　　：　：　：　：　　　　一：　　　1　：　　　　　：　：　’：　：

：　　　1　：　　　　　：　：　：　1

A．レセ電実施状況 ①実施済（D．へ） ②未実施（B．へ）

B．レセ電導入の契約 ③申込済　（D．へ） ④未申込（C．へ）

申込状況 （申込目平成　　年　　月 日）

C．レセ電導入の契約 ⑤申込予定あり（D．へ） ⑥申込予定なし（K．へ）

申込予定 （申込予定平成　　年 月）

D．回線敷設の実施状
@況

⑦実施済（1．へ） ⑧未実施（E．へ）

宜．回線提供業者への ⑨申込済（1．へ） ⑩未申込（F．へ）

申込状況 （申込日平成　　年　　月 目）

F．回線提供業者への ⑪申込予定ありく1．へ） ⑫申込予定なし（G．へ）

申込予定 （申込予定平成　　年 月）

G．薬剤師会への代行 ⑬申込済（1．へ） ⑭未申込（H．へ）

送信の申込状況 （申込日平成　　年　　月 日）

H．薬剤師会への代行 ⑮申込予定あり（1．へ） ⑯申込予定なし（K．へ）

送信の申込予定 （申込予定平成　　年 月）

1．オンライン請求届
（代行送信によるオ ⑰提出済（L．へ） ⑱未提出（J．へ）

ンライン請求の届を （提出日　平成　年　　月 日）

含む）提出状況

J．オンテイン請求届
（代行送信によるオ ⑲提出予定あり　（L．へ） ⑳提出予定なし（K．へ）

ンライン請求の届を （提出予定平成　年 月）

含む）提出予定

21費用がかかり費用対効果に見合わない

22高齢で対応困難

23ノウハウが無い

K．対応できない理由 24レセコン業者又ば回線提供業者の対応が遅れており時間がかかる

25レセプトオンライン化に反対

26その他（具体的に

L．請求開始予定年月 平成 、年　　月請求分から



作成要領
1．　表題の「○月請求分」に該当する月を記入する。
2．　「都道府県コード」、　「薬局コード」、　「保険薬局名」、　「電話番号」、　「保険薬

　　　局所在地」、　r郵便番号」欄には、保険医療機関届で届け出た記載内容を記入する・

3．　rA．レセ電実施状況」欄では、レセ電を実施している場合には、①を○で囲みD・
　　　欄へ進む。レセ電が未実施の場合には、②を○で囲みB．欄へ進む。
4．　rB．レセ電導入の契約申込状況」欄では、レセコン業者ヘレセ電導入の契約申込
　　　済みの場合は、③を○で囲み申込日年月日を記入し、D．欄“進む。レセコン業者

　　　ヘレセ電導入の契約申込を行っていない場合は、④を○で囲みC．欄へ進む。

5．　「C．レセ電導入の契約申込予定」欄では、レセコン業者ヘレセ電導入の契約申込
　　　予定の．ある場合は、⑤を○で囲み、契約申込予・定年月を記入し、D．欄へ進む。レ

　　　セコン業者ヘレセ電導入の契約申込予定のない場合には、⑥を○で囲みK欄へ進

　　　む。

6．　「D．回線敷設の実施状況」欄では、回線の敷設を実施していれば、⑦を○で囲み、

　　　1．欄へ進む。回線の敷設が未実施の場合は、⑧を○で囲み、E．欄へ進む。
7．　rE．回線提供業者への申込状況」欄では、回線提供業者へ申込済みの場合は、⑨
　　　欄を○で囲み、申込目年月日を記入し、1．欄へ進む．回線提供業者へ申込を行っ

　　　ていない場合は、⑩を○で囲みF．欄へ進む。
8．　rF．回組提供業者への申込予定」欄では、回線提供業者への申込予定のある場合

　　　は、⑪を○で囲み、申込予定年月を記入し、1．欄へ進む。回線提供業者へ申込予

　　　定のない場合は、⑫を○で囲み、G．欄へ進む。
9．　「G．薬剤師会への代行送信の申込状況」欄では、薬剤師会へ代行送信の申込み済
　　●みの場合は、⑬を○で囲み、申込目年月目塗記入し、1．欄へ進む。薬剤師会へ代
　　　行送信の申込みをしていない場合は、⑭を○で囲み、H．欄へ進む。
10．　　「H．薬剤師会への代行送信．の申込予定」の欄では、薬剤師会へ代行送信の申込み

　　　を予定している場合は、⑮を○で囲み、申込予定年月を記入し、1．欄へ進む。申

　　　込み予定のない場合は、⑯をOで囲み、K．欄へ進む。
11．　「1．オンライン請求届（代行送信によるオンライン請求の届を含む）提出状況」欄で

　　　は、「保険医療機関又は保険薬局に係る光ディスク等を用いた費用の請’求等に関す

　　　る取扱いについて」（平成18年4月10目保総発第0410001号）におけるr保険
　　　医療機関又は保険薬局に係る電子情報処理組織等を用いた費用の請求に関する取，
　　　扱要領」（以下「取扱要領」という。）別添1の「電子情報処理組織の使用．による費

　　　用の請求に関する届出」又は取扱要領別添7の「事務代行者を介した電子情報処理
　　　組織の使用による費用の請求に関する届出」を提出した場合には、⑰を○で囲み、

　　　これらの届を提出した年月日を記入し、L．欄へ進む。いずれの届出も提出してい
　　　ない場合は、⑱を○で囲み、J．欄へ進む。
12．　rJ．オンライン請求届（代行送信によるオンライン請求の届を含む）提出予定」欄で

　　　は、取扱要領別添1のr電子情報処琿組織の使用による費用の請求に関する届出」

　　　又は取扱要領別添7のr事務代行者を介した電子情報処理組織の使用による費用の
　　　請求に関する届出」を提出する予定のある場合は、⑲を○で囲み、提出予定年月を
　　　記入し、L．欄へ進む。いずれの届出も提出する予定のない場合は、⑳をOで囲み、

　　　K．欄へ進む。
13．　rK．対応できない理由」欄では、対応できない理由に○を付すこと（複数該当す

　　　る場合は、該当する全てを○で囲む）。また、その他を選んだ場合には、具体的な

　　　理由を記入する。
14．，「L．請求開始予定年月」欄では、オンライン請求の開始予定年月を記入する。
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（
前
項
の
適
用
を
受
け

て
書
面
に
よ
る
請
求
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い
た
請
求

を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
を
除

く
。
）
」
に
改
め
き
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

3
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
表
の
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬

局
の
う
ち
、
平
成
二
十
一
年
五
月
十
日
に
お
い
て
電
子

情
報
処
理
組
織
の
使
用
に
よ
る
請
求
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
で
当
該
請
求
が
行
え
る
体
制
の
準
備
に
必
要
な
期

間
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日
ま
で
の
間

は
、
書
面
に
よ
る
請
求
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い
た

請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

附
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

…
告
　
　
　
示
㎜

O
宮
内
庁
告
示
第
三
号

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
福
井
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

第
六
十
回
全
国
植
樹
祭
に
御
臨
場
、
併
せ
て
地
方
事
情
を

御
視
察
の
た
め
、
六
月
六
日
か
ら
同
月
八
日
ま
で
同
県
へ

行
幸
啓
に
な
る
。

平
成
二
十
一
年
五
月
八
日宮

内
庁
長
官
．
羽
毛
田
信
吾



（参考2）

O
　
療
養
の
給
付
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）

　
令
【
新
旧
対
照
表
】

の
一
部
を
改
正
す
る
省

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

　　　　　　　一
f識子書報係ピ
dす的（酬るユ病
qる方以明電1床
vこ式下細子タ数
Zと　’r書計＿が
@が磁レ並算療四
ﾉで気セび機養百
謔ｫ的プにでの．床
驍ﾈ方ト調あ給未
薰｢式一剤つ付満
�福ｻと報て費の
�ｮのい酬　’等病
揩ﾅ他う請診の院
ﾌ作人　。求療請の
pらの）書報求う
ﾉれ知を及酬をち
氓驫o電び請行　’
ｳ記に磁調求うレ
齪^よ的剤書者セ
驍ﾅつ記報及のプ
烽｠て録酬び使ト
ﾌつは＿明診用コ
�ﾄ認電細療にン

　　　　　　　　　　　　第
ｫすデ従のデ関え細等間つ四＿附
驍驛Cつ定イにて書にはて条電則。こスてめス提　’をつ　”　　子

@とク記るク出こ　’い第次保情
@に又録事等すれ保て一の険報
@よはし項をるを険　’条表医処
@り光たを用こ当薬保のの療理
@請デ厚電いと該局険規上機組
@求イ生子たに診に医定欄関織
@すス労計請よ療あ療にに又の
@るク働算求り報つ機か掲は使
@こ（大機＿請酬て関かげ保用
@と以臣を療求請はにわる険に
@を下の使養す求調あらも薬よ
@いr定用のる書剤つずの局る
@う光めし給こ又報て　’はが請
@。デるて付、とは酬は書　’行求
@以イ規厚費を調請診面同うに
@下ス格生等い剤求療に表療係
@同クに労にう報書報よの養る
@じ等適働つ　。酬に酬る下の経
@。一合大い以請調請請欄給過
@）とす臣て下求剤求求に付措
@をいるの　’同書報書＿掲費置
@行うフ定厚じの酬に療げ等）
@う　。レめ生　o審明診養るの
@こ）キる労）査細療の日請
@とをシ方働又支書報給ま求
@が提ブ式大は払を酬付でで
@で出ルに臣光機添明費のあ

改
正
案

三平
諮ｬ
O二¥十一　　　　　一

哿N

　　　　　　　一
f識子書報係ピ
dす的＿酬るユ病
qる方以明電i床
vこ式下細子タ数
Zと　’r書計＿が
@が磁レ並算療四
ﾉで気セび機養百
謔ｫ的プにでの床
驍ﾈ方ト調あ給未
薰｢式一剤つ付満
�福ｻと報て費の
�ｮのい酬　’等病
揩ﾅ他う請診の院
ﾌ作人　。求療請の
pらの）書報求う
ﾉれ知を及酬をち
氓驫o電び請行　’
ｳ記に磁調求う　レ
齪^よ的剤書者セ
驍ﾅつ記報及のプ
烽｠て録酬・び使ト
ﾌつは＿明診用コ
�ﾄ認電細療にン

　　　　　　　　　　　　第
ｫすデ従のデ問え細等問つ四（附
驍驛Cつ定イにて書にはて条電則。こスてめス提　’をつ　”　　子

@とク記るク出こ　’い第次保情
@に又録事等すれ保て一の険報
@よはし項をるを険♪条表医処
@り光たを用こ当薬保のの療理
@請デ厚電いと該局険規上機組
@求イ生子たに診に医定欄関織
@すス労計請よ療あ療にに又の
@るク働算求り報つ機か掲は使
@こ（大機（請酬て関かげ保用
@と以臣を療求請はにわる険に
@を下の使養す求調あらも薬よ
@いr定用のる書剤つずの局る
@う光めし給こ又報て　’はが請
@。デるて付とは酬は書　’行求
@以イ規厚費を調請診面同うに
@下ス格生等い剤求療に表療係
@同クに労にう報書報よの養る
@じ等適働つ　。酬に酬る下の経
@。一合大い以請調請請欄給過
@）とす臣て下求剤求求に付措

現
行

三平
諮ｬ
O二¥十一　　　　　　一

哿N

をいるの　’同書報書＿掲費置
sうフ定厚じの酬に療げ等）
､　。レめ生　。審明診養るの
ｱ）キる労）査細療の日請
ﾆをシ方働又支書報給ま求
ｪ提ブ式大は払を酬付でで
ﾅ出ルに臣光機添明費のあ
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　七
ﾃ所平

柏ｬ
ﾍ二
�¥
ﾇ一
ﾌ年
､四
ｿ月、　一

喧ﾚ
Zに
v現g存コす

唐驛
s病ユ一院

猿痺
^　し

�ｭ
gは
p診

　　　六）費ン

@等ピ病
@のユ院
@請1若
@求タし
@＿をく
@次使は
@号用診
@及し療
@びて所
@第い又
@八なは
@号い薬
@にも局
@掲のの
@げがう
@る行ち
@もう　’
@の療レ
@を養セ
@除，のプ
@く給ト
@。付コ

　　五
ﾈ使
ﾉ用病
Wし院
驍ﾄ又
烽｢は
ﾌる診
ﾉも療
ﾀの所驍ｪの。行う）うち

@療　’
@養レ
@のセ
@給プ
@付ト
@費コ
@等ン
@の　ピ
@請ユ
@求i
@（タ
@歯を

　　四
烽｢
ﾌる診
�燉ﾃ
怩ﾌ所
ｭがの。行う）うち

@療　’
@養レ
@のセ
@給プ
@付ト
@費コ
@等ン
@のピ
@請ユ
@求1
@（タ
@歯を
@科使
@に用
@係し
@るて

　　　　　三
″s使てる
iう用おも病
浮ｱすらの院
ﾈとるずでの
ﾉがこ　’あう
Wでとかっち
驍ｫにつて　’
烽ﾈよ　”レ
ﾌいつレ光セ
�烽ﾄセデプ
怩ﾌ光プィト
ｭがデトスコ。行イ文クン）うス字等ピ

@療クデをユ
@養等1，用　1
@のをタいタ
@給用変たを
@付い換請使
@費たソ求用
@等請フをし
@の求ト行て
@請ををつい

　二
驍燒�

ﾌ局
ｪの
sう
､ち
ﾃ　’

{レ
ﾌセ
泣v
tト
�R
刄唐
ﾌピ裟百目　ユ

≠P
@タ
@を
@使
@用
@し
@て
@い

給を以ス出と　トィ　。い
t用下クしと文ス以う
Mい同等てさ字ク下　o
凾ｽじへ厚れデ等同）
ﾌ請　。の生で1をじを
ｿ求）記労いタ用　oも
≠��^働る変い）つ
i行使を大情換たをて
浮､用可臣報ソ請使作
ﾈこす能がをフ求用成
ﾉとるに定レトをしす
Wがこすめセ＿行てる
驍ﾅとるるプレついこ
烽ｫにソ方トセてると
ﾌるよフ式コプいもが
�烽ﾂトにントるので
怩ﾌてウ変ピにもでき
ｭが光工換ユ記のある。行デアし1載又つも）うイを　’タすはての

@療スい光、かベレ　’を
@養クうデらきセ光い
@の等　。イ抽こプデう

四平 三平 三平
月成 月成 月成
一二 三二 三二
日十 十十 十十
か三 一三 一二
ら年 日年 日年

　七
ﾃ所平

柏ｬ
ﾍ二
�¥
ﾇ一
ﾌ年
､四
ｿ月、　一

）費ン
@等ピ病
@のユ院
@請1若
@求タし
@（をく
@次使は
@号用診
@及し療
@びて所

六　，　　五
ﾈ使
ﾉ用病
Wし院
驍ﾄ又
烽｢は
ﾌる診
ﾉも療
ﾀの所
驍ｪの。行う

　　四
烽｢
ﾌる診
�燉ﾃ
怩ﾌ所ｭがの。行う）うち

@療　’

@養レ
@のセ

　　　　　三
″s使てる
iう用おも病
浮ｱすらの院
ﾈとるずでの
ﾉがこ　’あう
Wでとかっち
驍ｫにつて　’
烽ﾈよ　”レ
ﾌいつレ光セ
�烽ﾄセデプ

　二驍
燒
�
ﾌ
局
が
の
行
う
う
ち
療
　
’
養
レ
の
セ
給
プ

給を以ス出と　トィ　oい
t用下クしと文ス以う
�｢同等てさ字ク下　。
凾ｽじへ厚れデ等同）
ﾌ請　。の生で1をじを
ｿ求）記労いタ用　oも
≠��^働る変い）っ
Q行使を大情換たをて
浮､用可臣報ソ請使作
ﾈこす能がをフ求用成

レ日

Zに
第い又
ｪなは

）うち
@療　’

給プ
tト

除の光プィト
ｭがデトスコ

付ト
�R

にとるに定レトをしす
Wがこすめセ（行てる

プ現
g存コす

唐驛
s病ユ院

P若
^し
�ｭ
gは
p診

号い薬
ﾉも局
fのの
ｰがう
骰sち
烽､
ﾌ療レ
�{セ
怩ﾌプ
ｭ給ト。付コ

、

養レ
ﾌセ
泣v
tト
�R
刄唐
ﾌ　ヒ。

ｿユ
≠P
iタ
浮

費コ
刄唐
ﾌピ
ｿユ
≠P
iタ
浮�
ﾈ使
ﾉ用
Wし
驍ﾄ

。行イ文クン）うス字等ピ

@療クデをユ
@養等1用　1
@のをタいタ’
@給用変たを
@付い換請使
@費たソ求用
@等請フをし
@の求ト行て
@請ををつい

等ン
ﾌピ義百目　ユ

≠P
@タ
@を
@使
@用
@し
@て
@い

るでとるるプレついこ
烽ｫにソ方トセてると
ﾌるよフ式コプいもが
�烽ﾂトにントるので
怩ﾌてウ変ピにもできｭが光工換ユ記のある。行デアし1載又つも）うイを　’タすはての

@療スい光かベレ　’を
@養クうデらきセ光い
@の等　。イ抽こプデう

四平 三平 三平
月成 月成 月成
一二 三二 三二
日十 十十 十十

Ij

か三 一三 一二
ら年 日年 日生
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　　　　　　八
舞蜚�轤ｵ療 ＿働費らし
科臣等平て所平 歯大等平て
ににの成い又成 科臣の成い
係届請二なは二 にに請二な
るけ求十い薬十 係届求十い
も出の二も局一 るけの二も
のた件年のの年 も出件年の
にも数三でう四 のた数三で
限のが月　あち月 をもが月あ
るが六三っ　’一 除の千三っ
。行百十てレ日 くが二十て
）う件一　’セに o行百一　’

療以日平プ現 ）う件日平
養下ま成ト存 療以ま成
のででニコす 養下で二
給あの十ンる ので．の十
付る間一ピ病 給あ間一
費旨の年ユ院 付るの年
等を療四，i若 費旨療四
の厚養月タし 等を養月
請生の一をく の厚の一
求労給日使は 請生給目
（働付か用診 求労付か

定生ま三平
め労で月成
る働の三二
日大間十十

臣で一五
が厚日年

　　　　　　八
舞蜚�轤ｵ療 ＿働費らし
科臣等平て所平 歯大等平て
ににの成い又成 科臣の成い
係届請二なは二 にに請二な
るけ求十い薬十 係属求十い
も出の二も局一 るけの二も
のた件年のの年 も出件年の
にも数三でう四 のた．数三で
限のが月　あち月 をもが月あ
るが六三っ　’一 除の千三っ
。行百十てレ日 くが二十て
）う件一　’セに o行百一　’

療以日平プ現 ）う件団平
養下ま成ト存 療以ま成
のででニコす 養下で二
給あの十ンる のでの十
付る間一ピ病 給あ間一
費旨の年ユ院 付るの年
等を療四　1若 費旨療・四

の厚養月タし 等を養月
請生の一をく の厚の一
求労給日使は 請生給日
＿働付か用診 求労付か

定生ま三平
め労で月成
る働の三二
目大間十十

臣で一五
が厚日年｛

2
　
前
項
の
表
中
第
七
号
及
び
第
八
号
に
規
定
す
る
届
出
を
す
る
も
の
は
、
当
該

　
届
出
に
係
る
書
面
に
審
査
支
払
機
関
が
交
付
す
る
療
養
の
給
付
費
等
の
請
求
の

　
件
数
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
る
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
う
ち
、
平
成
二
十
一
年
五
月
十
目
ま
で
に

3　
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
表
の
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ

2
　
前
項
の
表
中
第
七
号
及
び
第
八
号
に
規
定
す
る
届
出
を
す
る
も
の
は
、
当
該

　
届
出
に
係
る
書
面
に
審
査
支
払
機
関
が
交
付
す
る
療
養
の
給
付
費
等
の
請
求
の

　
件
数
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
用
に
よ
る
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
、

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
｝
日
ま
で
の
間
で
当
該
請
求
が
行
え
る
体
制
の
準
備

に
必
要
な
期
間
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
書
面

に
よ
る
請
求
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い
た
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

引
　
第
一
条
第
一
項
及
び
本
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
医
療
機
関

　
又
は
保
険
薬
局
の
う
ち
、
厚
生
労
働
大
臣
が
電
気
通
信
回
線
設
備
の
機
能
に
障

　
害
を
生
じ
た
と
き
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
用
に
よ

　
る
請
求
を
行
う
こ
と
が
特
に
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
（
前
項
の
適
用
を
受

け
て
書
面
に
よ
る
請
求
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い
た
請
求
を
行
っ
て
い
る
保

薬
局
は
、
書
面
に
よ
る
請
求
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い
た
請
求
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
を
除
く
。
）
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険

剖
　
第
一
条
第
一
項
及
び
本
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
医
療
機
関

　
又
は
保
険
薬
局
の
う
ち
、
厚
生
労
働
大
臣
が
電
気
通
信
回
線
設
備
の
機
能
に
障

　
害
を
生
じ
た
と
き
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
周
に
よ

　
る
請
求
を
行
う
こ
と
が
特
に
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
忙
は
、
当
該
保
険
医

　
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
は
、
書
面
に
よ
る
請
求
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い
た

　
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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